
 

おかもと・はんじろう 
 

農学博士、昆虫学者、教育家、沼隈郡千年村村長 

 

経 歴 

生：明治１５年（１８８２年）４月２２日、福山東町生まれ 

没：昭和３５年（１９６０年）３月４日、享年７８歳 

明治３４年（１９０１年） １８歳 広島県第二中学校（誠之館）卒業 

明治４０年（１９０７年）７月３日 ２５歳 札幌農学校本科卒業 

明治４０年（１９０７年）７月１３日 ２５歳 北海道庁技手、北海道農事試験場に勤務 

明治４２年（１９０９年）７月３０日～大正

９年（１９２０年） 

２７～３８歳 
北海道庁技師 

大正元年（１９１２年）１２月２２日～ 

 大正２年（１９１３年）１０月１１日 

３０～３１歳 
東北帝国大学農科大学実科講師 

大正８年（１９１９年）９月３日 ３７歳 北海道帝国大学農学博士 

大正９年（１９２０年）１０月１３日 ３８歳 朝鮮総督府勧業模範場技師 

大正１０年（１９２１年）４月１９日 ３８歳 勲六等瑞宝章 

大正１０年（１９２１年）５月２日～ 

 大正１３年（１９２４年）１２月９日 

３９～４２歳 
（兼）朝鮮総督府水原農林専門学校講師 

大正１３年（１９２４年）６月１９日～１２月９日 ４２歳 兼朝鮮総督府水原高等農林学校教授 

大正１４年（１９２５年）１月８日 ４３歳 叙正五位 

昭和２年（１９２７年）３月３１日～ 

 昭和６年（１９３１年）３月３１日 

４４～４８歳 
広島県立福山中学校（誠之館）教師 

昭和３年（１９２８年）１１月１６日 ４６歳 大禮記念章授与 

昭和６年（１９３１年）３月３１日 ４８歳 広島県立沼南実業学校（現広島県立沼南高等学校）校長 

－ － 広島青年教員養成所所長 

昭和１７年（１９４２年）３月～１９年（１９４４年）３月 ５９～６１歳 広島県立広島第一中学校［現国泰寺高等学校］校長（第１３代） 

昭和１９年（１９４４年） ６１歳 尾道地方事務所長 

昭和２３年（１９４８年） ６６歳 沼隈郡千年村村長 

－ － 株式会杜岡本工作機械製作所松永工場顧問 
 



 

生い立ちと学業、業績 

明治１５年（１８８２年）４月２２日、福山東町において岡本圭吉の長男に生れる。 

岡本家は勘定奉行をつとめる福山藩士の家柄であった。 

 

誠之館中学校を経て、明治４０年（１９０７年）札幌農学校本科の卒業。 

同校は日本教育文化史にエポックを作った名門。 

備後第一の教育家としての氏の面目は既にこのときから形成されて来たと云っても過言では

ない。 

 

昆虫学を専攻した氏は明治４０年（１９０７年）より大正９年（１９２０年）まで北海道庁の技師とし

て勤めたが、大正８年（１９１９年）には日本クサカゲロウに関する研究その他の論文により農学

博士号を授与された。 

 

望まれて昭和２年（１９２７年）母校誠之館中学の教壇に立ち、以来１７年間にわたり広島県立

沼南実業学校校長、広島青年師範学校校長、広島県立広島第一中学校校長などを歴任、

教職に専念、地方教育の向上と青少年の人格形成に果した役割は実に筆舌に尽し難いもの

がある。 

 

昭和１９年（１９４４年）尾道地方事務所長、昭和２３年（１９４８年）に沼隈郡千年村村長を勤め

た。 

 

その後は株式会社岡本工作機械製作所松永工場顧問として、余生を送る。 

 

趣味は読書。広島県沼隈郡沼隈町草深。 

 

妻のせんは、町村金弥の次女。 

町村金弥は北海道開拓事業にその生涯を捧げ、「北海道酪農の父」と呼ばれた人である。   

（出典１） 
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